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パブリックコメントにご意見を
　市パブリックコメント制度（市民意見提出制度）に基づき、計
画案に対するご意見を募集します。
閲 覧 場 所　各担当か市役所1階ロビー、市内公民館、図書
館、市民活動サポートセンター※市ホームページ｢パブリック
コメント｣からもご覧になれます
意見提出期限　9月30日（金）まで※消印有効
意見提出方法　住所、氏名、意見、電話番号を明記し、郵送（※
住所欄の記入は不要）かファクシミリ、電子メール、または直
接担当にご提出ください。

（仮称）第6次総合計画基本構想案、基本計画案
　総合的かつ計画的な市政運営を行うため、市民意見や総合計
画審議会での審議を踏まえ、令和5年度から10年間のまちづく
りの指針となる基本構想案と、令和5年度から5年間に取り組む
施策を位置付ける基本計画案をまとめました◇市政出前ミー
ティングによる意見交換も行っています。申込要件など詳しく
は、市ホームページ「市政情報」→「広聴」をご覧ください

【主な内容】◆将来都市像（市が目指す10年後のまちの姿）◆人口
の将来展望◆まちづくりの基本理念◆基本政策◆土地利用構想
◆具体的な取り組みの方向を示す施策
▪担経営企画課（市役所4階） 94-4845 93-2689

kikaku@isehara-city.jp
伊勢原市個人情報の保護に関する法律施行条例（案）骨子
　令和5年4月に個人情報の保護に関する法律（個人情報保護法）
が改正されることに伴い、伊勢原市個人情報保護条例を廃止
し、新しい法施行条例の策定作業を進めています。
▪担文書法制課（市役所3階） 94-4867 93-5575

soumu@isehara-city.jp
伊勢原市企業立地促進条例の一部を改正する条例（案）
　伊勢原大山インターチェンジ周辺地区の新たな産業用地の創
出に伴い、企業誘致と既存企業の設備投資などを促す優遇措置
の拡充を図るため、伊勢原市企業立地促進条例の一部改正を予
定しています。

【主な内容】◆産業集積を促進する指定地域の追加◆奨励措置の
対象となる適用業種の拡充◆立地企業に対する奨励措置の拡充
▪担商工観光課（市役所2階） 94-4732 95-7613

syoukou@isehara-city.jp

令和5年4月採用の市職員を募集
　受験希望者は、受験案内を確認の上、申込書を郵送で提出してくださ
い。受験案内や申込書は市ホームページ｢職員採用｣から入手できます。
受 付 期 間　9月15日（木）まで※消印有効
第一次試験日　10月16日（日）筆記試験、17日（月）体力検査

▪担職員課 94-4873

9月10日～16日は自殺予防週間
　全国では依然として、毎年2万人を超える尊い命が自殺に
よって失われています。元気がない、食欲がないなどといった
｢こころのサイン｣を見逃さないよう、日ごろから一人一人が身
近な人の様子を気にかけ、支えあうことが自殺予防につながり
ます。
　心の病は誰でもかかる可能性があります。不調やストレス症
状が続くと、日常生活にも支障が出ます。時には自分自身の心
にも耳を傾けてあげてください。自分だけでは解決が難しい問
題や悩み事は専門機関も活用しましょう。
こころの電話相談(県精神保健福祉センター ) 

0120-821-606 
受付日時　平日の午前9時～午後8時45分(年末年始、祝日を除く)

0120-939-289　
受付日時　午後5時30分～翌日の午前4時45分
横浜いのちの電話相談 045-335-4343　
受付日時 午前8時～午後10時(土曜日は翌日の午前8時まで)
川崎いのちの電話相談 044-733-4343　24時間受付
いのちのほっとライン＠かながわ
　LINEアプリの｢友だち追加｣で右のQRコードを
読み取り、トーク機能でご利用ください。
受付日時　午後5時～9時30分(土曜日と祝日、年末
年始を除く)
▪担障がい福祉課 94-4721

｢幼稚園･認定こども園就職説明会in
いせはら｣を開催します

　市内の私立幼稚園と認定こども園が一堂に集まる就職相談会です。
　さまざまな園の仕事を知って、理想の職場を見つけましょう。
　申し込みは不要です。当日は直接会場にお越しください※マスクの着
用や手指の消毒など感染症対策にご協力ください。発熱がある人は入場
できない場合があります
と　き　9月24日（土）午後1時30分～4時　
ところ　伊勢原シティプラザ
対　象　令和5年3月卒業の新卒者または既卒者で保育教諭、幼稚園教
諭、保育士を目指す人◇在校生は1年生から参加可能です
▪担子ども育成課 94-4638

募集職種など
職　種 受 験 資 格 募集人数

消防（上級）
平成9年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法に
規定する大学を卒業（令和5年3月末卒業見込みを含
む）または同程度の学歴を有する人 若干名

消防（初級）
平成9年4月2日以降に生まれた人で、学校教育法に
規定する高等学校を卒業（令和5年3月末卒業見込み
を含む）または同程度の学歴を有する人

※各職種とも地方公務員法第16条（欠格条項）に該当する人は受験できません

9月9日は救急の日です
　安易な救急車の要請や大病院への受診をすると、より緊急度の高い患
者さんへの医療に支障が出ます。
　まずは身近なかかりつけ医を受診するなど、適切な救急医療のかかり
方にご理解･ご協力をお願いします。
▪担健康づくり課 94-4616
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